
2 貨物相互の接触による調官， 1王軍による破lfi ， 摩擦によ

る j彩狽を防止する。

3 貨物の移動防止のため。

4 換気jむを作るため。

5 !:'E.高'1:/é棋材 貨物と貨物の閉または船体と貨物の間の小

さいすきまに入れて，貨物の保全 ・ 移動防止につとめる。

ダ γネージ材 fì ì'，'l潔で乾燥したもの ， lilIHも安く容易に得られ

るもの 1置さ軽くかっ相当丈夫なもの， 虫mまた~ì病気の媒介

をしないものという条件に適合するものがj胃いられ， そのおも

な邸第iは ， っき.のとおりである。

1 角 材 2 寸角 6 尺物がよく見られる。これは箱物等

を~{むぬ合によいが， 重い貨物の償十l にははね上ってよくない。

多くは松材で折れ易く破損率も大きい。

2 板÷刈
いの丈夫なものが多い。厚板の方が1技m率も少な く I反倣も大し

て置くなくてよい。 各甑袋物等の!放板 と してよく mいられる。

3 マッ ト類

(1) わらむしろ(ストロ ー マ ッ ト s t raw mat) わが国特有

のものでわらでつくったむしろである。荷IH本の鋼板にあたると

ころにm~、たり ， また境界用に用いられる。

(2) 安平(あんぺら) 東洋とくに青島大i!ß等で使われてい

る。吸湿性があり破領しやすい。

(3) 組布(パーラ ップ burlap) 欧米豪州等でストロ ー マッ

トにかわって用いられている。価絡が高いがi綾瀬に用いて理想

的であ る。

4 その 他 竹をすだれまたはマットにしたもの， 台木 ・

くさび等がある。たる物や機械類等には台木 ・ くさひ:~~が用い

ら;i'Lる。

なおー術放の方法は， 貨物の傾類 ・ 航路 ・ 気候 ・ 紛 |勾の椛造 ・

積地のt製作i t? により種々異なる。

参考文献 運輸省綴荷役作業(1) 0 (今留光闘)

だんぼうし 々 暖房車 (英) healing boiler ca r 滋気発生装

世を11ï f本内に設備してない電気後|期111では，その次位に暖房111

をi!ß結して ， 蒸気を各答率に送気し列車緩房をff っている。 こ

のl医房 IIIは屯化区間の列車暖房m蒸気を送るだけであるから，

蒸気総l生!ならひ:yこ前部デ・ノキに，水タンク，車体内にポイラ，後

部デッキに石炭庫を装備してあり，編成同数・速度および使用区

1M]の ~I!縦等によ

って走り装1rt .

r!; イ ラの大きさ

. ßI{~依燃料 :およ

ひ:7.1< ~γP の大

きさが異なり ，

大形小)fþ とその

線区に適当した

暖房事が製作さ

;/1-ている.

暖房事の "1" で 緩房 111 (マヌ 34 形式)

特別なものとして簡易暖房車 (ヌ 100 )がある。これは主として

北海道のロ ー カノレ線の混合列車に使用されているもので， 一般

暖房耳工に比較して小形で 2 刺1 11ïである。(内田 列)

だん lまうそうち 暖房装置 (車両の ) (英) healing device 平

両の暖房装位を熱源に よ っ て大別するとつぎのようになる。

l 蒸気暖房装位

主として客111の暖房装置と して使用されるもので， 客室に蒸

気を通して緩める方法である。蒸気減は蒸気後関11ï，暖房11ï ，

だんぼうそう

あるいは電気燦関111につんだ蒸気発生装置であるが， まれには

客111に小形の蒸気発生装位をつむこ と もある。司書気発生装白に

ついては ネ 暖房周波気発生装位。

答11ïの蒸気暖房方式には大気圧式と高EE式の 2 極類があり ，

大気圧式は鍛1*化答: 111を除 く 答率の客室に使!日 されており，そ

の他の室内はI11圧式によ ってい る。

川 高圧式買事気暖房装置 蒸気後f長1111 または11変房事から暖房

ホースを とお って暖房主主?に送られるお圧蒸気を，暖房加減tÌ'

によって蒸気註を加減し， これを放熱管へ送る。放然せは一般

に客室中央部より左右に分岐して， 室内の腰羽目にそって向。IIJ

におのおの 2*ずつ配llï され， おのおのの出口は床下に引出し

て ， その端部に蒸気トラップおよびドレ γ弁を取付けてある。

蒸気トラ ッ プは放熱管内の復7.kを自動的にtll 出するもので， そ

の作用は放熱管よりくる蒸気によって トラ ップI}~ のダイヤプラ

ムがilffi.められ膨脹し ， 弁を閉じ蒸気の噴出を止める。放熱竹内

に生じた復水が次第にmげjll して トラ ッ フ。部分にたまり ， 外気に

よって冷却されると〆イヤフラムは収給して弁は IJ日 き1J17./'< を JJI

出する。これを繰返して蒸気の浪伐を省くようになっている。

(2) 大気圧式蒸気暖房装置 蒸気が後関111から客111に至る順

序は高圧式と問機であるが，大気LE式では暖房主管より高圧74.

気を 自動加j尿器によって I~I 動的に大気圧にi威圧するとともに，

その送気盃:を加減して放熱管に送気している。すなわち111休中

央部にある蒸気加li威弁より臼jfi}J加減~f}上部に入った蒸気はしぼ

られて低圧となり，さらに放熱管に入る と ほとんど大気IEに等

しくなる。欽熱けは客室の両日11]1こおのおの 4 木ずつあって， そ

の l 巻目と 2 巻目の中 11lJに放熱管切換コ ッ ク がj限燐下に設けて

あり，この欽熱セ?を接続あるいはしゃ断して， 放熱t1'"の全長を

加減して室内詰li度を訓絵する。放熱行 よ り 再び向励加減総の下

部に入り管内の復7./'<の排気室から大気l ドに 1ft山する。割i 気作に

はダイヤアラムがあって蒸気ト ラ ップと同織の作用をもって蒸

気量を加減する。

2 電気暖房装置

もっぱら':1l気111阿において使用される暖房裟訟でm熱球ーによ

るものであり ， ffiJIIの事室， 電気後関車の運転室などは皆これ

によ っている。底流1{1気'lïでは特別の場合を除いては， 句協\は日

圧より直接とっている。国鉄の車両では多くは写真ー1のような

外観の)"f:熱球を使用しており，これはせ一通 1 箇数 100 W程度で，

必要に応じこれを何個かii'I列および並列に用いる内'Ilt熱線とし

て従来は傑のニクロム総を用いて

いたが， これは外部よりの雨水そ

の他の浸入により II~放を起したり

して耐久性に乏しいので， 最近で
壁当事

は欽のパイプ中に電熱線を入れ 1 電 気 暖房総

その聞をアルミナ粉で絶縁したγーズ線包然続が多く用いられ

るよう tこなった。

3 温気暖房装置

これは鉄道車両用としては比較的新しいものであるが， 自動

車Hlなどには相当期 2 温気暖房装白の空気暖め装位

いられており，内燃

動車には従来から用

いられてきた。この

方式はi凌房事~ D~ ':I:' に

事室または111外 より

冷い空気を!以込み，

これを直接暖めてで

きた湿気を1lï室に吹

1'\.. ， ~r 
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